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研究の概要 

スポーツ指導者の資格と制度の分析に関する研究 

 

本研究はスポーツ指導者に資格を付与する制度である公認スポーツ指導者制度を分析・考察し、アスレテ

ィックトレーナーの社会的地位を向上させるためのアスレティックトレーナーを取り巻く制度の構造を明ら

かにすることを目的とし、公認スポーツ指導者制度の歴史的経緯を経済学における制度分析の中でも特に「制

度的補完性」と「経路依存性」の概念を用いて検討した。その結果、現在の JSPO-AT を資格認定する制度を

アマチュア・アスレティックトレーナー資格制度とし、その上位概念である公認スポーツ指導者制度から経

路依存し相互補完性のある制度と位置付けた。またアマ・アスレティックトレーナー資格制度と補完性のあ

る上位概念としてアマ・アスレティックトレーナー制度を位置付けた。さらにアマ・アスレティックトレー

ナー制度と補完性のあるプロ・アスレティックトレーナー制度を位置付けることで、それらの両方を含むア

スレティックトレーナー制度を構造化した。さらにアスレティックトレーナーの社会的地位向上を制度と資

格で実現する為に、プロ・アスレティックトレーナー資格制度を創設し、修士号以上の学歴を条件とした「上

級（シニア）アスレティックトレーナー（仮称）」を日本アスレティックトレーニング学会と日本アスレティ

ックトレーナー協会（仮称）が認定・登録し、専門性と学歴の高さを担保することを提案した。 

 

 

・「アスレティックトレーナーの社会的地位向上に関する研究-制度と資格に着目して-」 

・「スポーツ指導者の資格と制度の分析に関する研究:アスレティックトレーナーの社会的地位向上に着目して」 

各自治体やスポーツ団体等において、スポーツ指導者を養成する際に、その養成の目的に応じた資格や制

度の設計に際して有用なアドバイスをすることができる。筆者は、この研究成果を活かし、日本ソフトパラ

フェンシング協会を設立し、公認審判員規程（制度）を制定した。 

スポーツ指導者を養成するにあたり、その養成の目的に応じた資格や制度の設計をする際の、どのような

枠組みで設計すれば良いのかのという疑問に対して、問題解決に向けた知見を提供することが可能である。 
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